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フリーランス実態調査の概要

１．調査目的：国内のフリーランスの実態把握

２．調査手法：Webモニターを用いたインターネット調査により実施。

３．調査対象：15歳以上75歳未満の調査回答者

４．調査時期：2020年2月10日～3月6日（※）

（※）小学校等に対し臨時休校が要請された2月27日より前に回答した者が76％、2月27日以降
に回答した者が24％。

５．回答状況：スクリーニングした就労者等の回答数：144,342サンプル
うちフリーランス：9,392サンプル
うち本調査に最後まで回答したフリーランス：7,478サンプル
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フリーランスという働き方を選択した理由

○ フリーランスという働き方を選択した理由として「自分の仕事のスタイルで働きたいため」と回答した者が６割。

○ また、「働く時間や場所を自由とするため」と回答した者も４割。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ワークライフバランスを良くするため

挑戦したいことややってみたいことがあるため

より自分の能力や資格を生かすため

収入を増やすため

就業状況

（注）「フリーランスとしての働き方を選択した理由について、当てはまるものをお選びください。」（複数回答可）という設問への回答のうち上位6項目を集計。

（n=7,478）

自分の仕事のスタイルで働きたいため

働く時間や場所を自由にするため





フリーランスとして働く上での障壁

○ フリーランスとして働く上での障壁として「収入が少ない・安定しない」と回答した者が６割。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

社会的信用を得るのが難しく、

フリーランスに対する偏見や誤解がある

契約条件があいまい・事前に明示されない

就業時間や休日に関する規制がない

仕事が原因で負傷した・

疾病になった場合の補償がない

仕事がなかなか見つからない

1人で仕事を行うので、他人との

ネットワークを広げる機会が少ない

就業状況

（注）「あなたがフリーランスとして働いていく上で、障壁になっていることをお答えください。」 （複数回答可）という設問への回答のうち上位７項目を集計。

（n=7,478）

収入が少ない・安定しない



















取引社数

○ 事業者から業務委託を受けて仕事を行うフリーランスのうち、１社のみと取引をしている者は４割。
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1社
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2社

18.0%

3～4社

21.8%

5社

19.8%

（注）「フリーランスとしての仕事の取引先（発注者）は、直近一年間で、何社（人）でしたか。」（単一回答）という設問への回答を集計。

（n=3,234）

取引状況
（取引先との関係）





フリーランスの業務従事状況

○ 事業者から業務委託を受けて仕事を行うフリーランスのうち、業務の内容や遂行方法について具体的な指示を受
けている者は４割。
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（注）「取引先（発注者）との関係において、報酬や業務の内容などについてあてはまる項目をすべて選択してください。」（複数回答可）という設問への回答を集計。

41.5%

10.5%

12.9%

14.2%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

上記に該当するものはない

具体的な仕事の依頼、業務従事の指示を

断ることができない

報酬が作業に要した時間数に基づき計算されている

自分が受けた仕事・業務の遂行を

他の人に依頼することが認められていない

勤務場所や勤務時間が指定されている

（n=3,234）

取引状況
（取引先との関係）

業務の内容や遂行方法について、
具体的な指示をうけている 36.8％



取引先とのトラブルの有無

○ 事業者から業務委託を受けて仕事を行うフリーランスを母数として、取引先とのトラブルを経験したことがある者の
割合を算出すると４割。
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トラブルを経験した

ことがある

37.7%

特に経験したことがない

62.3%

（注）「これまでに、取引先（発注者）との間で、以下のような経験はありますか。」（複数回答可）という設問への回答を集計。
事業者から業務委託を受けて仕事を行うフリーランス3234名を母数として、取引先とのトラブルを経験したと回答した1220名の割合を算出。

（n=3,234）

取引状況
（取引先との関係）





取引先とのトラブルの内容

○ 取引先とのトラブルの内容としては、「発注の時点で、報酬や業務の内容などが明示されなかった」が４割。

○ また、「報酬の支払が遅れた・期日に支払われなかった」と回答した者は３割。
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（注）「これまでに、取引先（発注者）との間で、以下のような経験はありますか。」（複数回答可）という設問への回答のうち上位6項目を集計。
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24.4%

26.3%

0% 10% 20% 30% 40%

代金が低すぎるなど不利な条件での取引を求められた

仕事の業務内容・範囲について揉めた

仕様や作業期間・納品日を一方的に変更された

報酬の未払いや一方的な減額があった

（n=1,220）

取引状況
（取引先との関係）

発注の時点で、報酬や業務の内容などが明示されなかった

報酬の支払が遅れた・期日に支払われなかった

37.0％

28.8％



トラブルが生じたときの対処方法

○ 取引先とのトラブルについて、交渉せずに受け入れた者が２割。

○ 交渉せず、自分から取引を中止した者は１割。
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（注）「取引先（発注者）との間で経験したトラブルについて、どのように対処しましたか。対処法として最も多かったケースを教えてください。」（単一回答）という設問への回答を
集計。

1.6%

3.7%

9.4%

53.9%

その他の対処をした

弁護士など第三者を通じて交渉した

仲介事業者を通じて交渉した

その取引先（発注者）と直接交渉した

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（n=1,220）

取引状況
（取引先との関係）

交渉せず、受け入れた（何もしなかった）

交渉せず、自分から取引を中止した

21.3%

10.0％



トラブルを受け入れた理由

○ 取引先とのトラブルを交渉せず受け入れた理由として、「受け入れないと、今後、取引が打ち切られたり、減らされた
りすることとなり、フリーランスの活動に大きな支障を来すため」と回答した者が４割。

○ 「受け入れないと、その取引が成立しなくなり、フリーランスの活動に大きな支障を来すため」と回答した者は３割。
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（注）「取引先（発注者）との間でトラブルになったにもかかわらず、不利益を受け入れた理由について教えてください。」（複数回答可）という設問への回答を集計。

40.4%
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27.3%

41.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

受け入れても事業に特段影響がないため

その他の理由

（n=260）

取引状況
（取引先との関係）

受け入れないと、今後、取引が打ち切られたり、
減らされたりすることとなり、フリーランスの

活動に大きな支障を来すため

受け入れないと、その取引が成立しなくなり、
フリーランスの活動に大きな支障を来すため







仲介事業者とのトラブルの内容

○ 仲介事業者とのトラブルの内容としては、「仲介事業者が報酬や業務の内容などの条件を決めているが、一方的
に条件の変更された」が５割。

24

13.1%

15.5%

16.4%

19.6%

29.5%

0% 20% 40% 60%

他の仲介事業者を介した取引や発注者との別途の直接取引を制

限された

仲介事業者に登録している自身のアカウントを、一方的に凍結・

消去された

仲介事業者のサービス内容等を示した規約が、同意なく変更され

ていたために不利益を被った

仲介事業者と連絡が取れなくなった

事前に明示されていないにもかかわらず仲介手数料を徴収され

た、仲介手数料が事前に提示された金額と異なった

（注）「これまでに経験した仲介事業者との間のトラブルについて当てはまる項目をすべて選択してください。」（複数回答可）という設問への回答のうち上位５項目を集計。

（n=336）

取引状況
（仲介事業者との関係）

仲介事業者が報酬や業務の内容などの条件を決めているが、
一方的に条件を変更された

53.0％




